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ビタミンDの働き
• 骨・カルシウム代謝の正常化
• 免疫調整
• がん, 感染症, 自己免疫疾患予防
• ２型糖尿病予防
• 心血管疾患予防（心臓病）
• 精神疾患予防（鬱病, 社会不安障害）
• 脳神経（認知症予防）
• 筋力低下予防（筋タンパク質合成）
• 死亡率低下（アンチエイジング）
活性型ビタミンD３製剤としての適用
効能・効果
• 骨粗鬆症
• 慢性腎不全
• 副甲状腺機能低下症
• ビタミンD代謝異常（ビタミンD抵抗性クル病・骨軟化症）
副作用
• 高カルシウム血症、急性腎不全、肝機能障害、黄疸

部分構造の変換による
薬剤開発
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従来技術とその問題点

• 活性型ビタミンD３製剤はカルシウム代謝調節作用
に特化したものが多く, 腫瘍細胞の増殖抑制や正常
様細胞への分化誘導, 免疫活性を活かす薬剤開発は
十分達成されていない。

⇨多様な生理活性の作用分離の必要性

• ビタミンDの薬剤開発は天然物構造に頼る例が多く,
天然物構造を基盤とする誘導体は構造特許的に飽和
状態にある。

⇨ 天然物に頼らない薬剤開発の必要性＝安定供給
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一般的な誘導体合成法

天然のビタミンD２ からCD環部（母核）を切り出して利用。
（CD環部の化学合成は容易でない）

⇩
A環部および側鎖部の誘導体開発。

（構造特許的に飽和状態）

CD環部
（母核）

側鎖部

A環部
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新技術の特徴・従来技術との比較
• 合成困難なCD環部を代替する新規構造を創生
⇨ 数少ないCD環部誘導体に位置付け

• 天然物に依存しない完全化学合成を実現
⇨ 安定供給が可能（2021年にはビタミンD製剤の
出荷調整による供給不足も発生）

• 構造特許的に完全新規であり, この構造を基盤と
する誘導体全てが新規化合物となる

⇨ 従来型誘導体の部分構造との組み合わせも可能
（既存薬の構造活性相関の知見を生かす開発）
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新規技術の内容①
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新規技術の内容②



9

新規技術の内容③ in vitro評価系
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想定される用途
新規薬剤開発のプラットフォーム ＝ 新規誘導体ライブラリー

期待される適用
• 骨粗鬆症
• 細胞増殖抑制（制癌, 乾癬）
• 副甲状腺機能低下症
• 慢性腎不全性低カルシウム血症
• ビタミンD抵抗性クル病・骨軟化症
• 免疫賦活
• Pro-drugやサプリメントとしての適用

 従来型誘導体の構造活性相関の知見を活かした開発
 修飾CD環部特有の作用分離（分化誘導, 代謝安定性）に期待
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実用化に向けた課題

• in vitro評価で天然物に匹敵する誘導体開発ま
でを可能とするが, in vivo評価系の試験データ
の取得が課題。

• 比較対象の天然物や既知誘導体の迅速な調達も
課題（合成は可能だが, その分時間を要する＝
新規誘導体開発の遅れ）。

• 光学活性中間体の効率合成プロセスの開発
（スケールアップでの試作, 再結晶による光学活
性中間体の単離など）
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企業への期待
• In vivo評価系の更なる活性試験と適用分野における薬理評価

例えば, クル病や骨粗鬆症マウスモデルと腫瘍マウスモデ
ルの薬物投与試験の比較によるCa代謝と増殖抑制制・分化誘
導の作用分離の証明など 。⇨ 共同研究・共同開発先

• 中間体の中規模（～数百g・kg）生産の工業化
試作段階で得られる中間体サンプルの供試も迅速な誘導体

開発に繋がる。⇨ パートナー企業

ターゲット
① 抗腫瘍, 制癌系薬剤（分化誘導活性, 細胞増殖抑制活性）
② 免疫活性化, 賦活系薬剤
③ Pro-drugやサプリメントとしての可能性の模索
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本技術に関する知的財産権

• 発明の名称 ：ビタミンD様化合物
• 出願番号 ：特願 PCT/JP2021/023645

公開 WO 2022/270443
• 出願人 ：神奈川大学
• 発明者 ：岡本専太郎、伊部公太
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des-D-Ring Interphenylene Derivatives of 1α,25-Dihydroxyvitamin D3”, Eur. J. Med. Chem. 
2022, 243, 114795.
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産学連携の経歴
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お問い合わせ先

神奈川大学

研究推進部 産学官連携課

ＴＥＬ 045－481 － 5661

ＦＡＸ 045－481 － 6077

e-mail sankangaku-renkei@kanagawa-u.ac.jp
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